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セッション１「交通・ネットワーク」
司会：大津晶（筑波大学）
10:40
「移動効率・流動量からみた一方通行路の評価」
　田村一軌（筑波大学）
11:00
「通過量からみた格子状道路網の幾何学的性質」
　田中健一（慶應義塾大学）
11:20
「放射･環状交通網都市における交通路と居住地の最適配分問題」
　伊藤玲（中央大学）
11:40
「会津若松市における水路網と道路網の分離と共存」
　出水田智子（会津大学）

司会：三浦英俊（明海大学）
14:50
「最小極大流問題の性質と応用」
　山本芳嗣（筑波大学）
15:20
「私にとってORとはなにか」
　腰塚武志（筑波大学）

セッション３「都市×OR」

司会：石井儀光（国土技術政策総合研究所）
13:30
「小地域で都市空間構造をとらえるための工夫」
　阪田知彦（建築研究所）
13:50
「棟数密度と街区容積率との関係について」
　中川享規（筑波大学）
14:10
「道路網の効率性を考慮した街区形成のシミュレーション」
　斉藤千尋（明海大学）
14:30
「On the agricultural part of the core-periphery model」
　曽道智（香川大学）

セッション２「土地利用・GIS」

セッション４「施設・コミュニティ」
司会：鈴木勉（筑波大学）
16:10
「NPOを産業連関表に組み込む試み」
　山本剛（筑波大学）
16:30
「社会的なブームの微分方程式モデル」
　中桐裕子（慶應義塾大学）
16:50
「平等性・効率性からみた公共施設配置の評価」
　尾崎尚也（筑波大学）
17:10
「ネットワークボロノイ分割と配置問題への応用」
　鈴木敦夫（南山大学）


